
『曹
洞

二
師

録
聞
解

』
の
偏
向

-
偏

正
五
位
説
を
中
心
ど
し
て
-

石

附

勝

龍

は
じ
め
に

曹
洞
禅
旨
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
ま
ず
中
国
曹
洞
宗
開
祖
洞

山
良
倫
禅
師

(八
〇
七
1
八
六
九
)
曹
山
本
寂
禅
師

(八
四
〇
-
九
〇
一
)

の
理
解
に
始
ま
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、

一
目
瞭
然
の
筈
で
あ
る
。

然
る
に
、
日
本
曹
洞
宗
開
祖
永
平
道
元
禅
師
(
一
二
〇
〇
-
一
二
五
三
)

の
説
に
比
し
て
、
右
二
師
の
説
が
余
り
重
視
さ
れ
て
い
ず
、
研
究
も
極

め
て
少
な
い
の
は
、
異
常
と
い
え
る
。
そ
れ
に
は
種
種
理
由
も
あ
ろ
う

が
、
そ

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
二
師
の
語
録
の
理
致
的
難
解
性
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
よ
う
。
と
も
あ
れ
古
来
、

二
師
の
語
録
の
註
釈
解
釈
は
非
常
に

少
な
く
、

且
つ
右

の
宗
旨
的
独
自
性
を
強
く
意
識
し
た
も
の
と
な
る
と

(1
)

極
度
に
局
限
さ
れ
て
く
る
。

即
ち
、
曹
洞
宗
旨
を
明
ら
か
に
意
識
し
、
二
師
録
を
全
面
的
に
解
釈

し
た
の
は
、
斧
山
玄
釧
和
尚

(
一
七
〇
一
-
一
七
八
九
)
の
提
唱
筆
録

『曹

洞
二
師
録
聞
解
』
が
あ
る
の
み
だ
が
、
こ
れ
は
和
語

で
解

し
易

く
、

『
曹
洞
宗
全
書
』
に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
影
響
も
大
き
い
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
近
年
、
故
岸
沢
惟
安
老
師
が
資
料
面
か

ら
、
『
聞
解
』
が
そ
の
参
学
師

で
あ
り
伝
統
宗
学

の
祖
述
者
と
い
わ
れ
る

面
山
瑞
方
和
尚

(
一
六
八
三
-
一
七
六
九
)
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
対
極

と
し
て
異
端
視
さ
れ
て
い
る
天
桂
伝
尊
和

尚

(
一
六
四
八
-
一
七
三
五
)

(2
)

の
方
に
傾

い
て
い
る
、
と
明
言
さ
れ
た
こ
と
の
問
題
は
重
要
で
あ
る
。

本
論
文
は
こ
れ
を
思
想
的
に
考
察
し
、
曹
洞
禅
旨
理
解
の

一
助
に
資

せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
曹
山
録
の
中
の

偏
正
五
位
関
説
部
分
の
洞
山

『
五
位
顕
訣
』
と
、
そ
れ
に
付
し
た
曹
山

の
解
釈

『
棟
』
が
二
師
録
理
解

の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
も
い
わ
れ

て
い
る
の
で
馬
『
聞
解
』
の
こ
の
部
分
に
焦
点
を
し
ぼ
つ
て
ゆ
き
た
い
。

こ
の
考
察
を
な
す
に
あ
た
り
、
比
較
対
照
の
た
め
に
、
五
位
顕
訣
並

棟

の
古
い
型
態
を
保
ち
、
広
輝
の
釈
も
あ
る

『
重
編
曹
洞
五
位
』
と
、

日
本
に
お
け
る
そ
の
最
古
の
註
釈
書
で
あ
る
傑

堂
能
勝
和
尚

(
一
三
五

五
-
一
四
二
七
)
南
英
謙
宗
和
尚

(
一
三
八
九
-
一
四
六
〇
)
著

『
洞
上
雲

『
曹
洞

二
師
録
聞
解
』

の
偏
向

(
石

附
)
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『
曹
洞

二
師
録
聞
解
』

の
偏
向

(
石

附
)

月
録
』
と
、
更
に
そ
れ
に
よ
り
な
が
ら
、
和
語
を
用
い
て
論
旨
を
展
開

さ
せ
た
、

本
光
謄
道
和
尚

(…
一
七
七
二
)
著

『
曹
山
解
釈
洞
山
五
位
顕

(3
)

訣
鋤
』
の
説
や
、
右
に
述

べ
た
面
山
や
天
桂
の
説
と
の
関
係
に
お
い
て

一
考
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
、
宗
乗
理
解
の
種

々
相
と
問
題
点

岸
沢
老
師
は

『
聞
解
』

の
非
伝
統
的
な
天
桂
寄
り
を
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
厳
し
い
意
味

の
伝
統
性
を
問
題
に
し
て
い

る
た
め
で
あ
り
、
『聞
解
』
に
は
天
桂
よ
り
強
い
宗
旨
意
識
す
ら
あ
る
。

従
つ
て
ま
ず
広
く
そ
の
宗
旨
意
識
を
辿
つ
て
み
た
い
。

1

体
得
性

曹
洞
宗
旨
は
理
致
を
尊
ぶ
た
め
、
禅
の
体
得
面
の
軽
規

が
云

々
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
勿
論

こ
れ
は
偏
見
に
す
ぎ
な
い
。
こ

れ
に
対
し

『聞
解
』
は
禅
的
体
得
を
強
調
し
て
、

学
人
ガ
如
何
是
ト
問
テ
ク
ル
ニ
、
師
家
ノ
答
話
ス
ル
言
句
二
就
テ
、
乖
角
シ

ソ
ム
イ
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
、
是
レ
正
位
斗
リ
居
レ
バ
正
位
ニ
ソ
ム
ク
、
又
タ
偏
位

二
斗
リ
居
レ
バ
正
位
ニ
ソ
ム
ク
、
故
二
乖
角
シ
ソ
ム
イ
タ
時
ハ
、
自
己
ノ
大

(4
)

事
ノ
有
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
ヌ
ト
云
モ
ノ
ジ
ヤ
、

と
、
五
位

の
宗
旨
が
師
家
と
学
人
の
間
に
お
け
る
、
自
己
の
大
事

・
本

来
の
面
目
の
実
現
に
外
な
ら
ぬ
と
、
禅

の
命
脈
を
強
調
し
て
い
る
。

2

綿
密
没
躍
跡

次
に
曹
洞
宗
旨
と
し
て

一
般
に
強
調
さ
れ
る
綿
密

没
躍
跡
に
関
し
て
は
、
宗
旨
で
は
円
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
、

翻
者
、
偏
位
ノ
用
中
二
物
ガ
ナ
イ
ナ
レ
バ
正
位
ヨ
喩
バ
有
ト
云
テ
モ
有
ナ
ラ

ヌ
モ
ノ
ナ

レ
バ
、
無

ニ
シ
テ
正
位

ヨ
、
是

レ
無
物

ナ

レ
バ
、
何

ン
デ

モ
触

レ

ル
コ
ト

ハ
ナ
イ
、
故

二
両
意

ヨ
、
円

ニ
ス
ル
也
…
…
正

中

二
功
用

ノ
働
ガ
ナ

イ
カ
ラ
、

ソ

コ
ニ
居

ラ

ヌ
ヲ
為
レ
偏
、

コ
レ
正
中

ヨ
リ
、
以

テ
回

リ

テ
偏

ト

(
5
)

云
也
、
コ
レ
一
位

二
二
位
ガ
備
ル
也
、
故

二
両
意
ヲ
円
ニ
ス
ル
ト
云
ナ
リ
、

と
、
正
偏
の

一
方
に
落
ち
て
は
な
ら
ぬ
没
蹴
跡
に

こ
そ
、
正
に
偏
あ
り
、

偏
に
正
あ
り
の
綿
密
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ

こ
で
、
綿
密
没
躍
跡

な
ら
ざ
る
も
の
は

「
正
ト
云
テ
正
ノ
功

二
混
ゼ
ズ
、
偏
ト
云
テ
偏

ノ
功

二
混
ゼ
ヌ
」
と
功
、
途
中
の
も
の
に
過
ぎ
ぬ
と
棟

別
し
て
い
る
の
は
、

(6
)

曹

洞

的
徹

底

を

示
す

も

の
と

し

て
重

要

で
あ

る
。

3

傍

提

曹

洞
宗

旨

の
独

特

な

表

現

と

さ

れ

る

傍

提

に

つ
い
て
、

洞

上

ニ
ハ
中
道

ヲ
犯

ス

コ
ト
ヲ
不
レ
欲

也
、
響

バ
臣

下

ノ
方

ヨ
リ
君

ト
斗

り

呼
デ
、

臨諄
ヲ
呼

ヌ
如
ク
、
敢

テ
メ
ツ
タ

ニ
、
ヲ

モ
イ
切
テ
、

サ

シ
テ
云
ザ

ル

(要
力
)

也
、

是
吾
ガ
曹
洞
宗

ノ
肝
腰
也
、

…
…
学

者

タ
ル

モ
ノ

ハ
、
先
ヅ

一
一
自
己

ノ
宗

旨
ヲ
知

ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
、
真

如
実
際

ノ
法

体
ヲ
将

テ
、
何

モ
ナ
イ
ナ
イ
ト

(頑
力
)

云
テ
、

碩
突

二
棒
喝
混
雑

シ
テ
行
令

ス
ル
コ
ト

ハ
宜

ク
ナ
イ
、
妙
明

ノ
妙
明

(頑
力
)

タ

ル
場

ハ
、
体
尽

テ
妙

モ
ナ
イ
、

コ
レ
ヲ
守

レ
バ
碩
空

ニ
シ
テ
、
傷

ト
イ
タ

ミ
、
触

ト
フ
ル
ル
カ
ラ
、
体
尽
タ
処

二
居

テ

ハ
ナ
ラ
ヌ
、
故

二
力
メ
テ
諸
縁

(
7
)

二
逢
テ
、
妙
明
タ
ル
中
道
杯
ヲ
借
ラ
ヌ
ト
也
、

と
、
中

・
妙
明
を
犯
さ
ず
、
努
め
て
縁
に
お
い
て
表
わ
す
こ
と
を
尊
ぶ

と
明
快
に
釈
し
て
い
る
の
は
、
洞
山
の
頭
長
三
尺
頸
短
二
寸
、
曹
山
の

死
猫
児
頭
、
道
元
禅
師
の
放
尿
香
の
説
怯
、
清
規
実
践
行
仏
威
儀
に
連

な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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4

宗

旨

の
卓

越

性

『
聞

解

』

は

曹
洞

の
家

風

を

他

家

の

そ

れ

と

比

較

し

て
、

洞
曹

二
師

ノ
家
風

ヲ
、
…
…
世

間

ノ
人
ガ
ヲ

モ
ヒ
ラ
ク

ニ
ハ
、
平
坦

ニ
シ
テ

何

ノ
節

シ
角
ナ

シ
、
平

二
斗
リ
在

テ
、
無
活
用
ー

ト
、
徳
山
杯

ノ
羊

二
咄
喝
、

如
二
雷
電

一ノ
活
機
用

ノ
英
雄

ノ
謀
略
、

勢

ヒ
ガ
無

イ
杯

ト
云
テ
、
洞

上
ノ
威

(8
)

儀
ヲ
シ
ラ
ヌ
ハ
、
鳴
呼
」気
ノ
主母
ナ
ル
ロ
ト
ジ
ヤ
、

と
徳
山
を
、
そ
れ
に
続
い
て

「
サ
ワ
ガ
シ
イ
辞
バ
斗
リ
ア
ル
」
黄
奨

・

臨
済
の
家
風
に
対
し
て
、
洞
曹

の
威
儀

の
家
風
の
独
自
な
卓
越
性
を
主

張
し
て
い
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
『聞
解
』
は
中
国

・
日
本
を
貫
ぬ
く
曹
洞
禅
旨

の

骨
子
を
祖
述
し
て
遺
漏
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
禅
的
体
得
を
強
調
し
す

ぎ
る
と
功
勲
の
肯
定
に
堕
し
易
く
、
綿
密
を
強
調
し
す
き
る
と
教
学
的

論
理
性

に
堕
し
易

い
。
古
来
こ
の
轍
に
お
ち
ぬ
先
徳
は
稀
だ
と
さ
え
い

わ
れ
る

が
、
『
聞
解
』
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

二
、
宗
乗
偏
向
の
諸
相

1

功
勲
性

『
聞
解
』
は
右

の
よ
う
に
功
勲
を
強
く
批
判
し

て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

一
方
、
肯
定
し
て
い
る
面
も
あ
る
。

即
ち

『
棟
』
が
功
勲
中
の
兼
帯
が
あ
る
と
し
て
、
大
無
明
底
人
、
閲

提
、
紅
燗
底
人
、
保
任
底
人
を
例
に
あ
げ
て
い
る
の
を

『
聞
解
』
は
解

釈
し
て
、

大
無
明
底
人

ハ
無
明
ヲ
全
体
ト
ス
ル
境
界
…
…
閾
提

ハ
大
事
ノ
コ
ト
ヲ
知
テ

…
…
父

母

二
孝
養

ヲ
成

ス
境
界

ナ
リ
、
然

レ
ド

モ
…
…
実

実

二
祖
仏
及
手
前

ノ
、
本

来

ノ
父

母
ヲ

シ
ラ

ヌ
ナ
リ
、
紅
欄

底
人

ハ
、
身

心
脱
落

シ
テ
、
先
ヅ

好

イ
ト
云
行
履

…
…
菩

提

ノ
道

ヲ
保
任

ス
ル
底

ノ
人

ハ
、菩
提
境
界

ナ
レ
バ
、

(
9
)

脚
ヲ
刺
シ
テ
泥
裏

二
入
テ
、
下
化
衆
生
ス
ル
、

と
し
て
、
1
無
明
者
は
全
く
迷
の
中
に
あ
る
者
、

2
閲
提
は
大
事
を
知

つ
て
奉
重
す
る
者
、
3
紅
欄
底
人
は
身
心
脱
落
者
、

4
保
任
底
人
は
究

極
的
な
下
化
衆
生
の
実
践
者
と
し
、
全
く
段
階
的
な
進
展
を
示
す
も
の

と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
で
は
兼
帯
に
な
ら
ぬ
か
ら
、
こ
れ
を

『
聞
解
』
は
「
按

ズ
ル
ニ
、
功

ニ
ハ
自

ラ
位
具

バ
リ
、
位

ニ
ハ
功
具

ル
也
」
と

一
位
即

一

切
位

の
論
理
を
援
用
し
て
会
通
し
て
い
る
。

こ
れ
を

『
操
』
『
釈
』
で
よ
く
み
る
と
、
四
種

人
と
は
、
例
え
ば
無
明

人
と
は
閲
提

の
向
去
に
対
し
今
日
底
人
と
し
て
区
別
し
な
が
ら

「
不
明

不
暗
」
「
不
レ受
レ
触
」
で
あ
る
と
述
べ
、
一
切
を
尽
く
す
人
と
す
る
。

こ

れ
が
功
勲
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
段
階
と
し
て
で
は
な
く
、
偏
堕
で
あ

る
故
に
問
答
に
お
い
て
兼
帯
に
直
に
抽
き
入
れ
得
る
と
い
う
意
味
な
の

(10
)

で
あ
る
。
こ
の
二
者
の
立
場
を
比
較
す
る
と
、
『聞
解
』
が

】
般
的
な
段

階
性
を
そ
の
ま
ま
認
め
、
又
そ
れ
を
宗
乗
化
す

る
の
に
、
如
何
に
教
学

的
観
念
に
依

つ
て
い
る
か
が
分
ろ
う
。
よ
つ
て
、
次
に
こ
の
教
学
性
の

面
を
少
し
仔
細
に
み
よ
う
。

2

教
学
性

洞
曹
の
五
位
説
は
実
践
的
主
体
的
な
も
の
で
あ
り
、
正

中
偏
の
好
例
と
さ
れ
る
不
顧
者
と
は
、
曹
山
録

の

「
子
帰
就
レ
父
。
為
二

『
曹
洞
二
師
録
聞
解
』

の
偏

向

(
石

附
)
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『
曹
洞
二
師
録
聞
解
』

の
偏
向

(
石

附
)

甚
慶
一父
全
不
レ顧
。
師
云
。
始
成
二父
子
之
恩
ご

を
さ
し
、
父
が
子
に

全
く
応
対
せ
ぬ
正
位
の

一
方
究
尽
に
、
子
の
偏
を
包
む
意
味
、
綿
密
没

躍
跡
の
宗
旨
が
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
る
に

『
聞
解
』
で
は
、
不
顧
者
を
不
頑
者
と
と
り
、
「
カ
タ
ナ
ク

ハ
ナ
イ

モ
ノ
ガ
、
正
偏
有
無

二
、
自
在
ヲ
得

ル
底
人
ト
云
モ
ノ
ジ
ヤ
ト

(1
1
)

也
」
と
し
て
い
る
の
は
、

一
方
究
尽
の
実
践
的
意
義
表
明
の
稀
薄
を
示

す
も
の

で
あ
ろ
う
。

又

『
棟
』
が
正
中
来
で

「黒
豆
未
レ
生
レ芽
時
作
塵
生
」
を
あ
げ
て
い

る
の
を

『
聞
解
』
は
、

大
豆

ハ
未
ダ
芽
ヲ
生
ゼ
ヌ
ケ
レ
ド
モ
、
生
ズ
ル
道
理
ハ
具
テ
居
ル
也
、
未
ノ

字

ハ
後
ヲ
起
ス
言
バ
也
、
非
ト
不
ト
ノ
ニ
字
ハ
、
言
イ
切
タ
言
バ
也
、
決
シ

(
12
)

テ
無
イ
ト
云
字

二
用
ル
也
、

と
釈
し

て
い
る
が
、

こ
こ
に
は
前
述
の

一
方
究
尽

・
独
立
の
厳
し
さ
が

薄
れ
、

正
偏
の
連
続
的
融
合
性
の
強
調
が
著
る
し
い
。
即
ち
教
学
的
観

念
的
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

以
上

『
聞
解
』
に
は
、

一
見
主
体
的
な
体
得

・
綿
密
没
鞭
跡

・
傍
提

等
の
曹

洞
禅
的
特
質
は
う
か
が
え
る
が
、
仔
細
に
み
る
と
、
宗
乗
と
し

て
は
柳
さ
か
問
題
が
あ
る
功
勲
的
段
階
性
や
、
教
学
的
観
念
性
の
存
在

が
指
摘

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
先
徳
に
よ
る

『
聞
解
』

へ
の
影
響

右

の

『
聞
解
』
の
特
質

・
偏
向
を
は
じ
め
に
述

べ
た
如
く
、
諸
先
徳

の
説
と
の
関
係
に
お
い
て
み
よ
う
。

徳
山

・
臨
済
等

の
批
判
に
お
い
て
、
傍
提
綿
密
没
躍
跡
の
特
質
を
宗

旨
の
卓
絶
性
の
意
識
と
関
連
ず
け
て
説
く
の
は
、
傑
堂

・
南
英

・
本
光

(13
)

に
な
く
、
天
桂
に
も
な
い
か
ら
、
面
山
の
影
響
と
い
え
る
。

し
か
し
、
対
機
に
よ
る
段
階
修
の
許
容
は
、

天
桂
が

「大
凡
五
位
者

(14
)

就
二学
人
所
見
一而
立
レ
之
」
「
又
有
二四
位
各
行
歴
者
一」
と
す
る
立
揚
に

応
ず
る
も
の
で
、
他
に
は
み
ら
れ
ぬ
か
ら
、
天
桂

の
影
撮
で
あ
ろ
う
。

教
学
性
に
つ
い
て
は
、
不
顧
者
を
不
頑
者
と
し
て
い
る
の
は
、
傑
堂
・

(15
)

南
英

・
本
光
説
に
の
み
あ
る
も
の
で
、
又
功
と
位
の
教
学
的
会
通
に
よ

る
混
瀟
も
、
三
者
が
正
申
偏

・
偏
中
正
の
偏
に
功
を
あ
て
は
め
て
い
る

の
に
端
を
発
し
て
い
る
の
が
知
れ
る
。

し
か
し
そ
の
結
果
、

一
位
即

一
切
位
の
論
理
的
回
互
を
尊
重
し
、
前

二
位
と
次
二
位
の
回
互

・
不
回
互
の
差
が
、
単

に
回
互
の
浅
深
の
差
に

転
化
す
る
傾
回
す
ら
生
じ
て
い
る
の
は
、
全
く
天
桂
説
の
影
響
を
考
え

(16
)

る
こ
と
な
し
に
は
あ
り
得
な
い
と
思
う
。

お
わ
り
に

以
上
を
綜
合
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
『曹
洞
二
師
録
聞
解
』
は
、
所
謂

の
曹
洞
宗
旨
と
し
て
、
臨
済
宗
旨
に
対
す
る
独
自
性
強
調
の
面
で
は
面

山
の
影
響
を
う
け
て
い
る
が
、
体
験
的
内
容
的
な
も
の
に
関
わ
る
深
層

の
構
造
面
で
は
、
傑
堂

・
南
英

・
本
光
の
一
連

の
系
統
的
解
釈
を
通
じ

つ
つ
、
更
に
そ
れ
を
超
え
て
天
桂
の
洞
済
を
混
滑
し
教
学
的
論
理
性
を
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導
入
主
張
し
た
、
自
由
思
想
家
的
影
響
を
強
く
う
け
て
い
る
と
い
う
こ

(17
)

と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
顧
慮
す
る
こ
と
な
し
に

『
聞
解
』
に
よ
る
な
ら

(
18
)

ぱ
、

必

ず

洞

曹

の
趣

旨

を

曲

解

す

る

こ

と

に
な

る

と

思

う
。

1

二
師
録

に
関
す
る
釈
と
し

て
は
、
斧
山

『
曹
洞
二
師
録
聞
解
』
の
外
に
、

廓
堂

『
曹
洞

二
師
録
蒙
解
』
(
字
句
の
解
釈

の
み
)

洞
水

『
洞

山

悟

本

禅

師

・
曹
山
本
寂
禅
師
語
録
弁
惧
』

(局
部
的
な
引
用
原
典
や

そ

の
過

誤

を

の
べ
る
)

天
霊

『
曹
山
録
釈
解
』
独
清
軒

『
曹
山
録
釈
解
』
(
以
上

二
者
は

易
学
偏
重

の
金
峰
従
志
編
曹
山
録
に
対
す

る
も

の

で
宗

旨

か
ら

は
程

遠

い
)
が
あ
る

の
み
で
、

臨
済
録

の
末
書

が

『
禅
籍
目
録
』

で
58
種

も
あ
る

の
に
は
比
較

で
き
な

い
。

2

『
道
元
』
昭
和
十

一
年
九
月
号
岸
沢
惟
安
老
師

「
正
法
眼
蔵
聞
解

に

つ
き

て
」

で
、
『
眼
蔵
聞
解
』

の
眼
蔵

の
配
列
、
本
文

の
削
除
、
袈
裟
功
徳

と
伝

衣
巻

の
同

一
視
等
や

『
二
師
録
聞
解
』

で
も
天
桂

の
引
用

が
多

い
こ
と
か

ら
斧
山

の
天
桂
寄
り
を
立
証
さ
れ

て
い
る
が
、
思
想
的
内
容

に

つ
い
て
は

殆
ん
ど

ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

つ
い
で
に
付
言
す

れ
ば

『
眼
蔵
聞
解
』

に

は
弁
註
に
な

い
天
桂
語

の
引
用
が
あ
る
か
ら
、
斧
山

は
天
桂

に
随
侍

し
た

こ
と
が
あ
る

の
で
は
な

い
か

と
い
っ
て
お
ら
れ
る
。

3

以
上
三
本
共

に

『
曹
洞
宗
全
書
』
註
解

五
所
載

に
よ
る
。

4

右
書
7
1
8
頁
下
。

5

同
書
7
1
7
頁
上

・
下
。

6

功
位
俊

別

の
曹
洞

の
本
意
に

つ
い
て
は
『
印
仏
研
』
第
四
十
冊
拙
論

「
広

輝
釈
五
位

顕
訳
並
掠

の
曹
洞
宗
旨
」
1
9
9
頁
下
参
照
。

7

前
掲

『
曹
全
書
』
研
頁
上
。

8

右
書
頁
下
。

因
み

に
洞
済

一
轍
は
天
桂

の
強

調
。
『
曹
全
書
』

注

解

三

「
報
恩
篇
」
珊
頁
上
。

9

『
曹
全
書
』
注
解
五
剛
頁
下
。

10

右
書

13
頁

「
薬
山
与
二
新
豊

井
前
諸
徳
。
所
レ
出
超
過
入
二
正
位

是
玄

談

奇
特

句
已
次
到
二
小
小
得
力
者

則
抽
入
二
正
位

此
例
語
常
用

也
。
」
と

小
得
力
者

は
功

か
ら
兼
帯

に
入

ら
し
め
る
と
す
る
。
『
宗
学
研
究
』
第
十

八

号

拙
論

「道

元
禅
師

に
お
け
る
公
案
拮
提

の
特
質
」
2
3
0
頁
参
照
。

11

右
書
卿

頁
上
。

12

同
書
7
1
8
頁

下
。

13

『
曹
全
』
語
録

三

「
面
山
広
録
」
魏
頁
」
毫
光
照
二
東
方
万
八
千
℃
欲
レ
見

眼
階
。

到
二
者
裡
一徳

棒
臨
喝
。
囑
レ
塩

止
レ
喝
。
百
払
南
刀
。
臨
レ
嫁
医
レ
疲
。

宜
哉
呆
大
恵
仰
レ
天
唾
也
。
」

と
済
下
を
批
判

す
る
。

14

前
掲

「
報
恩
篇
」
謝
頁
下
。

15

『
曹
全
書
』
注
解
五

「
雲
月
録
」
68
頁

下
。

右
書

「
顕
訣
砂
」
4
9
6
頁

下
で

「
不
レ
頑
広
輝
釈
作
レ
顧
。

本
者
」

と
不
顧
を
故
意
に
不
頑

と
し
て
い
る
。

16

前
掲

「
報
恩
篇
」
5
9
2
頁
上

「
凡

日
レ
偏
則
有
レ
正
。
日
レ
正
則
有
レ
偏
。
挙
レ

一
全
収
。
」
「
抑
来
者
正
中
偏
之
正
中
来
。

至
者
偏
中
至
。

而

亦

稽

明
二浅

深

一爾
。
」

17

天
桂

の
立
場

に

つ
い
て
は

『
宗
学
研
究
』
第
九
号
所
載
拙
論

「
初
期
江

戸

宗
学

の

一
考
察
-
偏

正
五
位
説

よ
り
み
た
天
桂
和
尚

の
地
位
1
」

18

『
聞
解
』
の
偏

正
以
外

の
偏
向
例

と
し
て
、
洞
山
録

の
白
雲
と
青
山

の
有

名
な
問
答
を
、

そ
れ
ぞ
れ
業
識

始
覚

と
本
覚

を
あ
て
て
釈
す

心
理
的
説
明

も

あ
げ
ら

れ
る
。
『
聞
解
』
研
頁

上
参
照
。

『
曹
洞
二
師
録
聞
解
』

の
偏
向

(
石

附
)
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